
舞 踊 学 の 動 向

理 論 体 系 と科 学 的 客 観 性 との

総 合-コ ード重要文献の紹介と解説-

上 林 澄 雄

コー ド(CORD)と は, ア メリ カの舞 踊 学会 と云 え

ば早分 りの, 舞踊研究者 の国際的団体 (Committee on

Research in Dance) の略 称。 その刊行物 には, (1)1968

年発刊 の 「舞 踊研 究年 鑑(Dance Research Annual)」

と(2)1969年 発 刊 の「コー ド, ニ ュー ズ」と, それ を

1975年 に誌 名 を改 め た「舞 踊研 究雑誌(Dance Re-

search Journal)」の二 種 が あ る。

「舞踊 研究 雑誌 」の内容 は, 論 文, 書 評, 会報 その

他 で, 論 文の種 類 は舞踊 学 の あ らゆ る分野 を網 羅 し

て いる。 「舞 踊研 究年鑑 」は, 舞踊研 究 の過去 の成果

と将来 の 課題(第1巻)か ら始 ま り, 舞 踊 医療法(第

二 巻)に 続 いて, 舞 踊史 の一 般論(第 三 巻)と ルネサ

ンスか らバ ロ ッ ク時代 まで の宮廷 舞踊 だ け に焦 点 を

しぼ った特 殊研 究(第 四巻); そ して社 会学 的研 究 を

中心 に した論 文集(第 五巻)に 続 く文化 人類 学的研 究

の一般 論(第 六巻)お よび その特殊研 究(第 七 ・八・巻)

まで が現在 まで に刊 行 され て い る。

この よ うに幅 広 い分野 か らの数 多 い研 究 論文 の 中

か ら, いった い, どん な基準 で重要 な文献 を選 出す

れば良 いの か?

舞踊 学 は, (1)舞踊 その もの に関 す る一般 理 論 の体

系 と, (2)その理 論体系 の 実際 的適 用 に関 す る(訓 練

法, 振付 術 や舞踊 医療, 教育 舞踊 学 その他各 種 の)

応 用部 門 とに分 た れ るが, 後 者の基礎 で あ る前者 こ

そ, よ り重要 な もの と思 われ る。

舞 踊研 究 もまた, (1)巨視 的 な全体 連 関 を対 象 とす

る もの と, (2)個別的, 特殊 的 に限定 された局 面 を対

象 と して, そ れ を描 出, 報 告, 調査, 分析 す る, い

わば微視 的 な もの とに分 つ こ ともで きよ う。 その際,

巨視 的 な全体 も微 視的 な部 分 も, 互 いに(特 殊 に よ

って普遍 の妥 当性 が明 らか にな り, 普遍 によっ て特

殊 の個 別 性 が確 か にな るよ うな)特 殊 性 と普遍 性 と

の 間 にあ る弁 証法 によっ て関係 づ け られて い る。一

微視性 を欠 く巨視 的眺望 は空 虚 で, 巨視性 な しの微

視的 分析 は煩 雑 で無意味 な 自己目的 に陥 い るか らだ。

とは い え, ア フリカの ポ ッカ地 方 に あ るバ カー族

の舞 踊 につ いて の調査 報告 やボ ヘ ミア史 の ア ッホ朝

の宮廷 舞 踊 の記録 の再現 に興 味 をもつ 人 が ある筈 は

ない(上 記 の地 方 名, 部 族名, 王 朝名 は, み な非存

在 の虚 構 だ か らであ る)。 微 視 的 研 究 が 巨視性 を失

う例 は, 巨視 的研究 が微 視性 を欠 く場 合 よ りも, 数

多 く起 る と思 われて な らない。

してみ れば, 微視性 に立脚 した巨視 的研究 こ そ最

も重要 な文献 と して認 め ざ るを得 まい。

そこで以 下 に紹介 す る コー ド文 献 は, 舞 踊 その も

の に関 しての微 視性 を失 わ な い巨視的 な研 究 論文 を

選 出す るこ とに なる。

舞 踊 の原 則の 追究

最初 に紹 介 す るのは, ヴ ァレ ンテ ィー ナ ・リ トヴ

ィノブ (Valentina Litvinoff) によ る「根 本 原理 を求 め

て (ln Search of First Principles)」 で 「舞踊 研究 年

鑑 」第5巻(1973年)所 載。

その傍 題 「民 間, 民俗 お よび古 典 の舞踊 形 式(folk,

ethnic, & classical dance forms)こ おける身体運 動

法(bodyusages)の 比較研 究 身体教 育(body edu

cation) に関 す る現 代 の研 究 を参 照 し, かつ モ ダ ン ダ

ンス に必 要 な もの を求 め ての」が示 す よ うに, 彼 女

の論 考 は, (1)過去 の各種 の 舞踊形 式 が示 す 「運動 法

と運 動様 式」 を根 本の 対象 と して;(2)そ れ を身体 運

動 に関す る現 代 の科 学 的研究 の成果 を利 用 して分 析,

比較, 評 価 し;(3)そ こか ら導 き出 され る結論 と して

の身体 訓練 法 ・運動 技法 ・様 式理 解 ・作 舞法 を通 じ

て;(4)「 モ ダ ンダンス」の向上, 発 展 に役 立 て るこ と

を目的 と して いる。

こ こで注 意 して お』きた い ことが あ る。彼 女

が モ ダ ンダ ンス と呼 ぶ もの は, 近 ごろ 日本 で理 解 さ

れ て いるそ れ とは異 るこ とだ。 た と えば本 誌創 刊 号

所 載 の片 岡康子 氏 の 「モ ダ ンダ ンス の定義 」 が その

好 例 で, 前衛的 舞踊 を喜 ぶ若 い批 評家 や評 論家(お

よ び その影 響下 にあ る舞 踊家)は アメ リカ人 以上 に

所 謂"ポ ス トー モ ダンダ ンス"を 有意 義 ・有 力 な も

の と誇 大視 しや す く, モ ダ ンダ ンス を時代遅 れの保

守 的 な舞踊 と して過小 評価 す る傾 向 が強 い。 その よ

うなこ とを考慮 して, こ こで はモ ダン ダ ンス を, 日

本 語 では"現 代舞 踊, 創作 舞踊"と 意訳 す べ きで あ

ろ う。("創 作 舞踊"の 語 は, すべ ての舞 踊 が作 舞 と

演 舞 の両極性 を含む が故 に, 実は 不適 当 なの だが,

過去 の ア メ リカや現在 の教育 舞 踊 界で は, これが,
"
creative dance"の 訳 語 として, 好 んで使 用 され て

お り, そ れゆ え早 分 りがす るだ ろ うか ら付記 した。)

その他 の私 の訳語 も, 日本語 と しての理 解 を根 本 の

目的 と して, 極 度 の意訳 を行 った。 特 に"運 動, 行

動, 行為, 動作"な どに関係 す る訳 語 が そ うで あ り,

そのほ か に も多 くの意訳 を用 いた が, その 説明 は本

論 の 目的 を逸 れ, 多大 の紙 面 を要 す るが故 に, 省 略

す る。 さて本筋 に話 を戻 し

リ トヴ ィノ ブ論 文は 「現 代 舞踊 は舞 踊史 の総 体 を

遺 産 として成立 す る とい う前提(the premise that

all of dance history is the heritage of modern

dance)」に立つ もので, それ故 に上 記(1)の対 象操 作 に

は, 世 界舞 踊史, 舞踊 民族 学 または舞 踊人 類学 お よ

び舞踊 民族誌 が悉 く欠 かせ な い。上 記(2)の現代 の科

学 的研 究 につ いて は, 彼女 は, キネ シ オロ ジー を中
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心 とす る身 体教 育 の各 論 と舞 踊 測 量 法(Choreomet

rics) に言 及す るの み だが, 私 は ラバ ンとその影響 下

にあ るすべ て の運 動理 論 が 不可 欠 だ と思 う。 さらに

上 記(3)の結 論 は, 比較 舞 踊 学, 舞 踊様 式論 および舞

踊 の演 技 や構 成 に関 す る学 的 な体 系 を含 む舞踊 芸術

学の各 分野 を離 れ ては実 現 で きな いだ ろ う。上 記(4)

の現代 舞踊 へ の寄与 には, 価 値判 断 を含 む舞踊測 定

法(Choreometria)お よ び 舞踊 美 学の体系 が必要 とな

るの では な いか。

この よ うに考 えてみ れば, リ トヴ ィノブ論文 の包

括 的 な性 格 が 明 らか にな ろ う。要 す るに, 舞踊 学 の

あ るべ き体系 の すべ ての プロ グラム を網 羅 す る・壮

大 な構想 が, こ こに示 され て いる。 その細 目 につ い

ては, 説 明の不足 や(跳 躍 時 の様 式比較 にお け るア

ジ ア舞 踊の脚 部緊 張度 の 説明 に見 られ るよ うな)誤

解 も存 在す るが, それ らは蝦理 と して看 過 した くな

るほ ど, 有意 義 な内容 を もつ 論文 で あろ う。

原始舞 踊 の様 式 と舞 踊計 量法

次 に紹 介 した いの は, イ ルム ガー ド ・バ ーテ ニエ

フ(Irmgad Bartenieff)の 「人類 学 の研究: 原始社 会 の

舞踊 形式(Research in Anthropology: A Study of

Dance Style in Primitive Cultures)で 「舞踊研 究 年

鑑」第1・巻(1967年)所 載。

この論 文 は歌謡測 量法(cantometrics)の 方法 を基礎

的 出発点 と して, それが用 いる歌唱 時 の音声 の強 弱,

声調 の緊張, 合 唱 時の統 合 のパ ラ ミー ター(媒 介変

数)の 代 りに, ラバ ンのエ フォー ト, シェー ブ理論

に もとつ く身体 運動 パ ラ ミー ター を用 いての, 舞踊

様 式の比較 論 で あ る。

それ は経 済 学的 ・社会 学 的 に見 て対 照 的 な世 界 の

代 表的 な社 会 文化 におけ る舞 踊 と日常行動 を撮 影 し

た映画 を用 い, その身体 運動 の分析 計量 か ら, (1)歌

謡計量 法 によ る様式 圏 は舞踊 の様 式 圏の分 布 と一致,

(2)歌謡 と同 様 に舞踊 も社 会組 織 の複雑 化 の度合 お・よ

び生 産経済 の基 盤 の変化 によ って様式 を決 定, (3)舞

踊 は 日常 生活 での行 動法 と同一 または様式 化 され た

再現 で あ り, 一 定社会 文 化 の存続 を維 持 し, 強 化す

る機 能 をは たす こ とが発 見 された と云 う。

さ らに彼 女 の論文 は, エ スキ モー とポ リネ シ アの

身体運 動 を示 す映画200種 を見 て, 分析 測量 にふ さ

わ しい50種 を選 び, 両者 の舞 踊様 式 を次 の よ うに規

定す る:

1)エ スキ モー は定位 置姿 勢(attitude)が 単一; 体

力 を強 く激 しく急速 に使 い; 空 間使用 に方 向意識 を

伴 い; 四肢 の全部 分 を同 時 に使 用 して最大 の迫 力 を

出 し; 労働 作業 の運動 は鋭 角 的; すべ ての競 技 は速

力 と体 力 を強調。

2)ポ リネシ ア人 は二種 の定位 置の基 本姿 勢 を示

し; 直線 運 動 を避 け, 中庸 の速 度 を用 い, 力 を瞬 間

的 に発揮 しない傾 向 が強 く; 空 間意識 は不定 形; 四

肢 は継起 的 に(順次 に波 及 す るよ うに)動 か され. 決

して衝 撃 的 で な く; 舞 踊 は波 の動 きの様 式 を もつ.

(以上の結 論 が概 括 的 で不充 分 な こ とは後 に指摘 批判

され た。)

この 論文 の刊行 の翌 年 に当 る1968年 に, 彼 女 は自

分 の方法 に舞 踊測 量法(choreometrics)の 名 を与 えた。

ところ が, それ以前 の1965年 に, よ り優 れた舞踊

計測 法 を用 いて, よ り精密 で 明快 な結論 を出 した論

文 が あった ので あ る。 それが:

ヨ ーロ ッパ とア フ リカ との 民間 舞 踊比 較論

(発音 が よ く分 らないが)ジ ョア ン ・ケ ア リ ノホモ ク

(Joann Kealiinohomoku)の 「アフ リカ と米 国 との黒人

の身 体運 動 の構 造連 関 におけ る舞 踊 の比較 研究(A

Crmparatve Study of Dance as a Constellation of

Motor Behaviors Among African & United States

Negroes)」 「舞踊研 究 年間」第7・巻(1976年)。

この論 文で 用 い られ た方法 は, 空 間, 時 間, 様 式

のパ ラ ミー ター を もつ身体 運 動 を, ア フ リカ, アイ

ル ラ ン ド.ス コ ッ トラン ドの民 間 舞踊 お よび ア メリ

カ黒人 の舞 踊 につ いて の文献 ・写真 ・映画 ・直接 観

察 によ って, 総 計144種 の「特徴 」を選 定 し, その特

徴 を指 摘 した文献 に 出 る言及 の頗 出度(回 数)お よび

彼 女 じしんが直接 ・問接 に目撃看取 した回 数 の合計

によ る数量 化 を基礎 と してい る。

その結論 で あ る発 見事項 は数多 く詳細 で あるが,

もっ とも巨視 的 な身体 運動 の ア フ リカ様 式 とヨー ロ

ッパ様 式 との比較 対 照 につ いて, そのづ部 をここ に

示 してお きた い。 その際, 簡略 を志 して ア フリ

カ様 式 を"ア様 式"ま た は"ア ブ"; ヨー ロ ッパ様式 を
"ヨ様 式"ま た は"ヨ ロ"と 略 記す る:

1)空 間パ ラ ミー ター か らの計 測 に よれば 個

人空 間 で は: ヨ様 式 は鉛 直 線 を根 幹 とす るが, ア様

式 は胴部 前傾 ・胴 上半部 後屈(sway-back)・ 腎 部後 方

突 出 を示 し「水 平的(Lorizontal); 外部 空 間 の使 用 で

は: ヨロ は足 部 の変化 だ けが復雑 だ が, ア ブは全 身

の変 化 が復雑 で, 空 間形 成 は ヨロ の左右相 称 に対 し

ア ブは左 右非相 称; 空 間 の高低 度(levels)は: ヨ様 式

は身 長 よ り高 く範 囲 が狭 少 だ が, ア様 式 は跳 躍時 以

外 は身 長 よ り低 い とは いえ, 全体 的 には高低 度 の変

化 が顕著;集 団舞 踊 での各個 人 の配 置(group space)

は: ヨロの事 前決 定 に対 し, ア ブは不定形; その他。

2)時 間パ ラ ミー ター につ いて は 演 技 時 間は:

ヨ様 式 は短 く, ア様 式 は長 い; 拍 子 は: ヨロが三拍

子, アブが二拍 子; リズ ム運 動 は: ヨロが単純, ア

ブが極 度 に複雑。

3)様 式的 パ ラ ミー ター では 姿勢 にお いて:

ヨロは垂 直的 で, 四肢 は曲線 的, 体 重 は親 指 の付 け

根 の ふ くらみ で上 方へ 支持 され る が, ア ブは前傾 し,

四肢 は鋭 角的 また は伸 ば しき り, 体重 は踪 の全部 で

低 く支持;運 動 の発 端 は: ヨロの四肢 が胴 体 か ら独
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立 して動 くの に対 し, ア ブの動 きは胴 部 か ら始 ま り;

運動 の分 節度(articulation)は: ヨロ が明瞭 で体 位変

化 は直 接的 だが, ア ブは 関節 の振 りや回転 を用 い,

体位 変化 は迂 回的; 筋 肉緊張 度(dynamics)は: ヨ ロ

が強 く, アブが弱 い; また ヨロ様 式 は振 付 に忠 実 だ

が, ア様 式 は即 興 的; 演 者 の感 情 は: ヨロで は非個

性 的だ が, ア ブは個 性 を発揮; 観客 に対す るア ピー

ル(projection)は: ヨロが演技 を見 せ て演 者 を見 せず,

個性 の伝達 を欠 くの に対 し, ア ブで は ソロ イス トの

自己展 示 か ら内面性 表 出 まで の幅 が あ る。

以 上 に あげた以外 に, 数 多 くの重 要 な記 載 があ る

が, 紙 面 に限度 があ り, 省略 せ ざる を えな い。 しか

し古 典バ レー と欧州 民 間舞踊 との相 互 関係 や黒 人 ジ

ャズ ダ ンスの様 式 を規 定す る上 に, ケ ア リノホ モ ク

論文 は必須 の参 考 文献 と して見 の が されぬ もの だ ろ

う。

舞 踊測定 法の 精密 化

理論 体系 の中 心 と なる仮 説 の 実証 の ため に必要 な,

数量化 の方法 は, どの程 度 まで の物 理 学 的数 量化 を

用 いるべ きもの か?

これ に答 えるた めの参 考 に役立 つ と思 わ れ るジュ

デ ィ ・ヴ ァン ・ザ イル(Judy van Zile)の 「重要 な舞踊

様 式要 素 としての使 用エ ネ ルギ ー(Energy Use: An

Important Stylistic Element in Dance)」 で 「舞 踊 研

究年鑑 第8巻(1977年)所 載。

この論文 が舞踊 様式 の一 構 成要 素 と して指適 す る

エ ネルギー は, 筋 肉 の収縮 を グラ フ用 紙 の上 に波 と

して視覚 化 す る筋 電気 記録 装 置(electromyography)

で客観 的 に数 量化 され る ・演 舞 者 の筋収 縮 を もた ら

す力 で ある。 これ を彼 女 は ジ ャワ, 朝鮮, 日本 の舞

楽 につ いて考 え, 類似 の運 動 に おけ るエ ネル ギー量

の大小 の差 が様 式 決定 に関 係 が あ るこ と; 静 止 時の

エネ ルギー の大小; 身 体部 分 に おけ るエ ネル ギーの

空 間的分 布や 舞踊演 技 にお けるエ ネ ルギ ーの時 間的

配列 な どが, 様 式 決定上, 無視 で きない もので は な

いか と述 べ る。

その説 明 は充分 に納 得で きるが, 筋電 気装 置 の記

録 だ けに頼 る ことは(彼女 も間接 的 に言 及 して い るよ

うに)様式特性 を示 す ほか に, 被験 者 の生 理的状 態 や

個性 によ る差異 を も示 し, その た め不要 お・よび不適

当な情報 デー タが加 わ るこ とに なるの では な かろ う

か?

この よ うに考 えて くると, 舞踊 測定 法 にお ける物

理的 計量 には 限界 が あ り, あ ま りに も精 密 な客観 的

数量 は却 って測 定 の総合 的価 値 を歪 め る もの かと思

われ る。

水 は温度 の数 的変 化 に よって 固体→ 液体 → 気体 と

い う質的変 化 を起 す. その よ うに質 の変化 は, 根 低

には数量的 変化 が あ るのだ が, その量 の変 化 ば か り

に物理 的客観 性 が あ ると思 うの は, 芸 術 や文化 の事

象 にお け る質 の差異 と い う科 学 的客観 性 を見 落す こ

とにな る と思 う。

この意味 で, 私 が本誌 の創 刊 号 に発 表 した舞踊 測

定 法(choreometria)は, すべて頚量 的 な客 観 性 をもつ

質 的差異 を, 数 量 では な い度 合 の順位 に よる五段 階

に記号化 した もの で, それ に よっ て理 論形 成 に伴 な

う主観 的杏 意 に よる誤謬 と数 量的 表現 に内在 す る情

報過 多 と(各種 の 解釈 が可 能 な多様性 に よ る)曖 昧性

とが避 け られた と思 っ て い る。

すで に早 くも コー ドの第 一回大 会(1967年)で の バ

トリシア ・ロ ウ(Patricia A Rowe)は, 1901年 か ら

1967年 まで の ア メリカ の大学 で の舞踊研 究 を総括 し

て「研 究 題 材 は テス トや計測調査報告(tests & meas-

urements)だ けを主体 とす るこ とか ら離 れ て きた」(舞

踊研 究年鑑 第1巻)と 云ってい る.現 在 か ら将 来 にか

け ての舞 踊学 の大 勢や 動 向は, 以上 に述 べ た文献 が

採 用 した よ うな, 徴 視 的 な科 学 的 方法論 と巨視 的 な

理 論体 系 の構 築 とが程 よ く釣合 った研究 に向 って ゆ

くもの では な かろ うか。
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